
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
の
清
々
し
き
新
年
を
寿
ぎ
、
謹
ん 

で
、
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◇
午
前
零
時
半
の
田
の
首
八
幡
宮
の
歳
旦
祭
が
、
新 

年
最
初
の
神
事
で
し
た
。 

平
成
二
十
五
年
は
、
癸 

巳
（
み
づ
の
と
み
）
の
年
で
あ
り
ま
す
。 
本
年
は
、 

水
の
支
配
す
る
年
回
り
の
二
年
目
、
最
後
の
年
と
な 

り
ま
す
が
、
水
滴
（
す
い
て
き
）・
雨
露
（
う
ろ
）・ 

小
流
（
し
ょ
う
り
ゅ
う
）
の
水
で
す
。 

柔
ら
か
い 

静
々
（
し
ず
し
ず
）
と
し
た
水
の
働
き
な
の
で
す
ね
。 

 

今
年
は
、
ま
さ
に
そ
の
干
支
に
あ
や
か
っ
た
よ
う
な 

霙
（
み
ぞ
れ
）
ま
じ
り
の
幕
開
け
で
し
た
。 

 

午
前
一
時
に
は
、
福
浦
金
刀
比
羅
宮
の
歳
旦
祭
、 

さ
ら
に
は
、
午
前
六
時
半
に
貴
布
禰
神
社
、
午
前
八

時
の
本
宮
（
ほ
ん
ぐ
う
）
の
歳
旦
祭
と
厳
粛
（
げ
ん

し
ゅ
く
）
に
御
奉
仕
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

御
本
社

の
歳
旦
祭
の
奉
仕
を
終
え
た
頃
か
ら
、
大
方
の
予
想

を
大
幅
に
裏
切
り
、
奇
跡
的
に
天
候
が
大
回
復
、
例

年
に
な
く
好
天
に
恵
ま
れ
た
元
旦
で
し
た
。 

 

◇
今
年
も
八
百
通
あ
ま
り
の
年
賀
状
を
お
出
し
し

ま
し
た
。 

表
の
住
所
と
御
芳
名
に
つ
い
て
は
、
文

明
の
利
器
で
あ
る
「
か
ら
く
り
印
刷
機
」、
パ
ソ
コ 

     

ン
の
「
筆
ぐ
る
め
」
と
い
う
ソ
フ
ト
を
大
い
に
活
用

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
裏
面
は
、
水
茎

（
み
ず
く
き
）
の
跡
が
、
麗
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

墨
書
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

全
部
で
十
六
種
類
、

自
筆
し
た
も
の
を
、
三
十
枚
な
い
し
四
十
枚
程
度
、 

オ
フ
セ
ッ
ト
の
印
刷
機
、
輪
転
機
で
印
刷
し
ま
し
た
。 

「
大
和
心
」「
神
喜
地
喜
人
喜
」「
則
天
去
私
」「
日

清
日
新
日
進
」「
飛
龍
乗
雲
」「
天
長
地
久
」「
柏
葉

寿
」「
日
々
是
好
日
」「
四
海
生
春
風
」「
恭
頌
新
祈
」

「
賀
新
正
」
「
延
寿
万
歳
」
「
祥
雲
瑞
気
」
「
麗
新
」

「
三
感
四
恩
」「
明
浄
正
直
勤
務
追
進
」
の
十
六
種

類
で
す
。 
特
に
、「
明
浄
正
直
勤
務
追
進
」
を
一

番
多
く
印
刷
し
ま
し
た
。 

天
武
天
皇
様
の
お
示
し

に
な
ら
れ
た
、「
神
の
心
」
に
近
づ
く
心
構
え
で
あ

る
「
明
浄
正
直
」
と
、
そ
の
心
で
生
活
を
実
践
す
る

た
め
の
大
き
な
「
め
あ
て
」
の
「
勤
務
追
進
」
を
忘

れ
ず
に
御
奉
仕
申
し
上
げ
た
い
と
い
う
、
さ
さ
や
か

な
決
意
の
一
端
（
い
っ
た
ん
）
で
あ
り
ま
す
。 

 

 
 

 

◇
今
月
の
十
日
に
、
下
関
市
中
央
準
倫
理
法
人
会
の
モ

ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今

年
の
決
意
を
一
文
字
に
託
し
て
、
色
紙
に
「
書
初
め
」

を
と
い
う
事
で
あ
り
ま
し
た
。 

「
書
初
め
」
な
ん

て
何
十
年
振
り
だ
ろ
う
と
、
感
慨
に
耽
（
ふ
け
）
り 

な
が
ら
、「
智
」
を
認
め
ま
し
た
。 

今
年
は
、「
巳
」

年
で
あ
り
ま
す
が
、
動
物
で
は
、「
蛇
」
が
、
あ
て

ら
れ
て
い
ま
す
。 

蛇
の
話
で
一
番
有
名
な
の
が
、

「
八
岐
大
蛇
（
や
ま
た
の
お
ろ
ち
）」
の
神
話
で
す

よ
ね
。 

素
戔
嗚
尊
（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）
が
、

出
雲
の
簸
川
（
ひ
い
か
わ
）
に
い
た
と
い
う
、
頭
尾

は
お
の
お
の
八
つ
に
分
か
れ
る
大
蛇
を
退
治
し
て
、

そ
の
尾
を
割
い
て
得
た
の
が
、「
天
叢
雲
剣
（
あ
め

の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ
）」
で
あ
り
ま
す
。 

実
は
、

天
叢
雲
剣
は
、
八
咫
鏡
（
や
た
の
か
が
み
）、
八
尺

瓊
曲
玉
（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）
と
と
も
に
、
天

皇
陛
下
の
皇
位
継
承
の
あ
か
つ
き
で
あ
る
「
三
種

（
さ
ん
し
ゅ
）
の
神
器
（
じ
ん
き
）」
の
一
つ
で
あ

り
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
に
象
徴
的
な
意
味
が
あ
り
ま

す
が
、「
鏡
」
は
、「
正
直
」、「
曲
玉
」
は
、「
慈
愛
」

す
な
わ
ち
「
優
し
さ
、
思
い
や
り
」
な
の
で
す
ね
。 

「
剣
」
は
、
戦
い
の
象
徴
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
や
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
む
し
ろ
、
そ
の
逆
で
、
お
互
い
剣

を
持
っ
て
い
て
も
、
そ
の
剣
で
問
題
を
解
決
す
る
の

で
は
な
く
、
話
し
合
い
で
も
っ
て
、
剣
を
使
わ
な
く

て
す
む
方
法
を
思
案
す
る
、「
智
恵
」
の
象
徴
な
の

で
あ
り
ま
す
ね
。 

◇
人
間
は
、
個
人
で
あ
り
、
社
会
の
一
員
で
あ
る
社
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会
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
大
自
然
の
一
部
で
も

あ
り
ま
す
。 

こ
の
三
つ
で
一
体
な
の
に
、
個
人
が

社
会
や
自
然
か
ら
、
無
理
や
り
切
り
離
さ
れ
、
個
人

が
生
き
て
い
く
基
盤
は
崩
れ
て
い
く
の
に
、「
個
人

化
」
だ
け
が
進
ん
で
い
る
の
が
現
代
社
会
な
の
で
す

ね
。 

女
優
の
市
田
ひ
ろ
み
さ
ん
は
、「
日
本
が
敗

戦
で
失
っ
た
も
の
の
多
く
は
、
物
質
的
な
も
の
で
な

く
、
け
じ
め
・
モ
ラ
ル
・
秩
序
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
人
の
「
モ
ラ
ル
・

け
じ
め
・
秩
序
」
が
失
わ
れ
て
も
、
な
り
ふ
り
構
わ

ず
経
済
発
展
を
続
け
、
そ
の
最
盛
期
の
一
九
八
〇
年

代
の
好
況
の
陰
で
、
地
域
の
共
同
体
も
血
縁
も
ど
ん

ど
ん
先
細
り
し
、
無
縁
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

◇
神
野
直
彦
東
大
名
誉
教
授
は
、
地
域
の
力
と
は
、

共
に
生
き
よ
う
と
す
る
「
共
生
の
力
」、
共
通
の
問

題
に
み
ん
な
で
取
り
組
む
「
参
加
の
力
」、
そ
し
て
、

自
分
た
ち
の
地
域
に
根
ざ
そ
う
と
す
る
「
帰
属
の
力
」

と
仰
い
ま
し
た
。 

神
様
と
氏
子
の
方
々
と
共
に
、

こ
の
彦
島
に
根
ざ
し
、
運
命
共
同
体
と
し
て
の
地
域

社
会
の
建
設
の
た
め
に
も
、「
智
恵
」
を
し
ぼ
っ
て
、

お
智
恵
を
拝
借
し
な
が
ら
、
御
奉
仕
申
し
上
げ
ま
す
。 

宜
し
く
お
導
き
く
だ
さ
い
。 

記
念
す
べ
き
、
ア
ニ

バ
ー
サ
リ
ー
の
八
十
号
、
発
行
日
の
ワ
ー
ス
ト
記
録

を
更
新
し
ま
し
た
。 

平
成
十
八
年
六
月
五
日
よ
り
、

六
年
と
七
か
月
続
い
て
い
ま
す
の
も
、
ひ
と
え
に
皆

様
方
の
お
支
え
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
ま
す
。 

心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
十
二
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
十
二
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
大
注
連
縄
（
お
お
し
め
な
わ
）
お
ろ
し 

＊
十
二
月
二
日 

 

▼
恵
比
須
神
社
祈
漁
祭 

＊
十
二
月
三
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
十
二
月
二
十
一
日 

 

▼
天
長
祭 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
注
連
縄
お
ろ
し 

 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

▼
正
月
臨
時
巫
女
説
明
会 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

▼
大
祓
式
（
お
お
は
ら
い
し
き
）
＊
十
二
月
三
十
一
日 

 

▼
除
夜
祭 

＊
十
二
月
三
十
一
日 

◇
一
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
歳
旦
祭 

 

＊
本
宮 

一
月
一
日 

午
前
八
時 

祭
典
後
、
新
年
拝
賀 

＊
田
の
首
八
幡
宮 

＊
一
月
一
日
午
前
０
時
半 

＊
福
浦
金
刀
比
羅
宮 

＊
一
月
一
日
午
前
一
時 

 
 

＊
貴
布
禰
神
社
（
老
町
）
＊
一
月
一
日
午
前
六
時
半 

 

▼
元
始
祭 

＊
一
月
三
日 

午
前
九
時 

 

▼
会
社
安
全
祈
願
祭
参
拝 

＊
一
月
四
日
～
七
日 

▼
海
上
自
衛
隊
補
給
艦
「
は
る
ま
」
参
拝 

 

＊
一
月
八
日 
※
絵
馬
奉
納 

▼
下
関
三
井
化
学
輸
送
部
会
参
拝 

＊
一
月
八
日 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
初
月
次
祭 

＊
一
月
十
日 

▼
六
連
島
八
幡
宮
歳
旦
祭 

＊
一
月
十
一
日 

▼
ど
ん
ど
焼
き 

 

＊
本
宮 

一
月
十
三
日 

 

＊
田
の
首
八
幡
宮 

一
月
十
四
日 

 

▼
早
起
会
参
拝 

＊
一
月
十
四
日 

 

 

▼
山
口
県
漁
協
下
関
南
風
泊
支
店
養
殖
わ
か
め
実

行
組
合
火
入
式 

＊
一
月
十
五
日 

 

▼
仁
壁
神
社
（
山
口
市
）
参
拝 

＊
一
月
二
十
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
一
月
二
十
一
日
※
七
草
粥
を
頂
き
ま
し
た
！ 

◇
一
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

  

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
新
年
会 

＊
一
月
十
三
日 

 
 

◇
早
起
会
新
年
会 

＊
一
月
十
四
日 

 
 

◇
田
の
首
八
幡
宮
新
年
会 

＊
一
月
十
四
日 

 
 
 

 
 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
下
関
支
部
次
期
役
員
選
考
委
員
会 

 
 
 

＊
一
月
十
六
日
、
二
十
日 

 
 

◇
下
関
支
部
三
役
会 

＊
一
月
二
十
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
役
員
会
、
顧
問
参
与
会 

 

＊
一
月
二
十
二
日 

◇
支
部
総
会 

＊
一
月
二
十
五
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
一
月
十
六
、
二
十
三
、
三
十
日 

 

▼
講
演
活
動 

 

◇
向
井
小
学
校
保
健
委
員
会
に
て
「
命
」
を
テ
ー

マ
に
講
演 

＊
一
月
十
八
日 

 

▼
下
関
市
中
央
準
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

＊
一
月
十
日
、
十
七
日
、
三
十
一
日 

 

▼
そ
の
他 

 

◇
山
銀
は
っ
て
ん
く
ら
ぶ 

＊
一
月
十
九
日 

◇
皇
学
館
大
学
保
護
者
会 

＊
一
月
二
十
六
日 


